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都市近郊在住の高齢女性における

骨密度と栄養摂取の関連

湯川 晴美 鈴木 隆雄 柴田 博

天野 秀紀 芳賀 博 安村 誠司

　都市部の在宅高齢女性を対象に骨密度と栄養摂取の関連を検討した。骨密度はDXA法により

第3腰椎側面を測定し，つづいて3日間の留め置きの食物記録法により栄養調査を行った。両方

の調査を受診できた65歳から79歳までの高齢女性，計89人を対象とした。本研究は東京都老人総

合研究所学際的縦断研究プロジェクト「中年からの老化予防総合的長期追跡研究」のベースライ

ン調査より行った。

1.　骨密度は，平均値が0.489，最小値0.152，最大値0.829の範囲にあり正規分布を示した。骨密

度は年齢とともに低下がみられ，年齢間で有意な差が認められた（p＜0.05）。

2.　エネルギー，たんぱく質，脂質，カルシウム，ビタミン類は栄養所要量（70～74歳，生活活

動強度軽い）を上回って摂取していた。食品群別摂取量は，国民栄養調査成績（女，70歳以上）

とくらべ，乳・乳製品，油脂類，魚の摂取量が多く，いも類が少ない他は同様な傾向であっ

た。

3.　日本人栄養所要量の対象者別区分の高齢者2を参考に，摂取目標量を上回っている群とそう

でない群の2群に分けそれぞれの骨密度値をみると，エネルギー，たんぱく質，脂質，ビタミ

ンB1，ビタミンB2との間に有意な差がみられ（p＜0.05），摂取目標量を満たしている群では

骨密度が高かった。骨密度に与えるそれぞれの栄養素の寄与の程度を明らかにするために，目

的変数を骨密度，説明変数にはそれぞれの栄養素，共変量に年齢，BMIとし，共分散分析モ

デルを用いて検討した。その結果，脂質，ビタミンB1，ビタミンB2は骨密度に有意な正の影

響を与えていた（p＜0.05）。

4.　栄養素に対応した食品群別摂取目標量を参考に対象者を各食品毎，2群の摂取量群に分け，

骨密度値をみると，卵，肉，大豆製品，淡色野菜，いも類，油脂類においては目標量を越えて

いる群では，骨密度が高い傾向を示し，なかでも卵，肉の摂取と骨密度との間には有意な関連

がみられた（p＜0.05）。年齢，BMIの影響を補正したうえでそれぞれの食品が骨密度に与え

る寄与の程度を明らかにするために共分散分析を用いて検討した結果，肉類が骨密度に有意な

正の影響を与えていた。

5.　個人における食生活全体のバランスを考慮し，1人当たりの摂取食品数を求め，摂取食品数

レベル別の骨密度を比較した。低摂取食品数群（25食品数以下）は，最も低値を示し，摂取食

品数が多くなるにつれ，骨密度は高値を示した。低摂取食品数群と高摂取食品数群（38食品数

以上）との間で骨密度の平均値に有意な差がみられた（p＜0.05）。

　これらの結果は，いくつかの先行研究と同様，高齢期にあっても適正な栄養摂取が骨密度の減

少を予防し，ひいては骨粗鬆症や骨折を減少する手立ての一助となる可能性を示していると考え

られた。
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